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　 IDS は、 隔年で開催される歯科業界最大の展示会です。 世界中から集まる最新技術や製品に対し、 毎回大き

な注目を集めています。 第 38 回を迎える今年度は、 2,300 社を超える出展企業、 166 か国から 16 万人以上の来

場者数を記録し、 盛況のうちに終了いたしました。

サンギはブース出展と併せて記者発表を実施。 ハイドロキシアパタイト配合歯みがき剤の開発秘話や、 日本におい

て 1990 年代、 むし歯予防の薬用成分として認可を受けるまでの経緯とともに、 2017 年 12 月に設立したドイツ現地

法人 SANGI Europe GmbH （代表 ： ロズリン ヘイマン） について、 改めて紹介しました （詳細は参考資料をご覧ください）。

ブースでも “World’ s first and longest selling hydroxyapatite remineralizing toothpastes”、 この分野における

パイオニアであることを掲げ、 成分説明や製品を展示し、 EU への本格参入を印象付けました。

サンギの製品 「アパガード」 および 「アパデント」 は４月からドイツの薬局で発売される予定です。

　サンギはこれからも、 ハイドロキシアパタイト配合歯みがき剤のパイオニアとして、 歯の健康と美しさを守る提案を

して参ります。

第 38 回国際デンタルショー出展および記者発表について
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●一般の方からのお問合せ先
 TEL：0120-82-4101（土日祝日を除く、平日 10 時～17 時）
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日頃のご愛顧への感謝を込めて アパガードシリーズ中、 人気の３商品を 10% 増量 2019 年２月中旬より、 合計 40 万本を限定発売 

●報道各位からのお問合せ先 マーケティング本部 広報担当 E-mail ： sangipr@sangi-j.co.jp   TEL ： 03-3543-2600 FAX ： 03-3543-3651 

記者発表にて、 代表取締役会長　佐久間より挨拶ブースでの様子

  むし歯予防成分 「薬用ハイドロキシアパタイト」 配合歯みがき剤を開発 ・ 発売する株式会社サンギは、 2019 年

３月 12 日 （火） から３月 16 日 （土） までドイツ ・ ケルンのケルンメッセにて行われた第 38 回国際デンタルショー

（International Dental Show, 略称 IDS） に出展いたしました。

【出展のご報告】
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ハイドロキシアパタイト配合歯みがき剤開発の道のりと海外展開について

1970 年代

1980 年　

1985 年

1993 年

2011 年

ハイドロキシアパタイト配合歯みがき剤「アパデント」誕生

「アパガード」誕生

むし歯予防の薬用成分「薬用ハイドロキシアパタイト」として
認可を受ける（日本）

ロシアへ輸出開始

NASA の特許（無重力の環境下で宇宙飛行士の歯がもろくなってしまう対策）をヒントに
歯や骨の主成分であるハイドロキシアパタイト配合歯みがき剤の開発に着手

2013 年 カナダへOEM商品の輸出開始

2015 年 中国・シンガポールへ輸出開始

2017 年 タイ・韓国へ輸出開始

2018 年

ドイツ現地法人　SANGI Europe GmbH設立

第 96 回国際歯科研究学会（International Association for Dental Research, イギリス開催）
において、ナノ粒子ハイドロキシアパタイトの歯科応用をテーマにした初のシンポジウム
を主催
香港・台湾・EU（チェコ・ポーランド・ハンガリー・スロバキア・ドイツ）へ輸出開始

2019 年 第 38 回国際デンタルショー出展・記者発表実施（ドイツ開催）

2003 年 ナノ粒子制御技術の開発でサンギ独自の
ハイドロキシアパタイトをさらに高性能に

APAGARD（1985）

APADENT（1980）

歯の主成分ハイドロキシアパタイト
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